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論文審査の要旨

アルコール依存症は飲酒をコントロールで、きない慢性疾患であり、急性期治

療が重要であることに加え、長期間の維持療法が重要な位置を占めている。伝

統的にアルコール依存症の治療において、どの専門病院でも、その治療方針に

「断酒 3本柱Jを掲げている。 13 本柱Jは受診継続、自助グループp (断酒会な

ど)への参加、抗酒剤の服用である。しかし「断酒 3本柱Jは有名な治療方針

ではあるものの、根拠となる医学的記録はない。 13 本柱Jを守れると予後は良

いという臨床実感はあるが、 13 本柱j を守るのは難易度が高すぎて治療意欲を

引き出しにくいという側面があった。

本研究は「断酒3本柱Jを遵守することにより、 2年予後はよいかどうか、ま

たそれぞれ 1本柱でも同様に予後がよいかどうかを評価することを目的として

いる。対象はアルコール依存症として診断され、三重県こころの医療センター

に入院した患者全員であり、研究参加同意者が 100 人に達するまで継続してエ

ントリーし、前方視的に調査した。退院 2年後の「断酒 3本柱」に関する受診

継続、自助グループへの参加、抗酒剤の服用と 2年後断酒率との関連性につい

て調べた。 結果は「断酒 3本柱Jを遵守できた者は 2年間の断酒率は有意に

高かった。また受診継続、自助グループρ参加のみで、も有意に断酒率は高く、調

整後オッズ比はそれぞれ5.33 ~つ 3.79 で、あった。

本研究から伝統的な治療方針である「断酒 3本柱」を遵守することで、少な

くとも退院 2年後の断酒率が高くなること、また lつの柱を遵守することや柱

を組みあわせることでも、退院 2年後の断酒率が改善できることを日本で初め

て明らかにし、精神医学分野において有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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